
多孔性素材

シリカモノリスによる反応の高速・
高効率化

 従来技術 
　シリカモノリスはゾル－ゲル法により調整される三次元網目構造を有する多孔体です。孔径は
マイクロ径（μｍ）とメゾ径（ｎｍ）を独立に調整が可能で、表面積が非常に大きく液体の透過
率が高いため、分離、触媒担体等への応用が考えられ、一部では既に利用されています。

 具体的研究例 
　モノリス型シリカカラムを調製し、従来のHPLC（充填型カラム使用）と比較して 10倍速い分
離速度、10倍以上の理論段数を実現しました。
　また、表面修飾法を変えて多種類の用途に展開できるユニバーサルプラットフォームを作成し、
イオン交換、親水性相互作用分離（HILIC）カラム等を開発し、さらに有機合成反応の触媒担体と
しての可能性も見いだしました。
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 技術の展開 
・調整条件を変えることによる、通液圧力、表面積等用途に適した堅牢なシリカモノリス素材の調
整

・シリカモノリスの表面を有機化学的手法で修飾、機能化することによる各種反応場の提供
・シリカモノリスを用いた分離技術、有機合成反応技術の開発
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シリカモノリスを用いたクロマトグラフィーによる分離
媒に関する研究
多成分分離、精密分離等
シリカモノリスを用いた微量有機合成反応に関する研究
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